



　2008 年、上海市の常住人口は 1888.46 万人まで上昇した。うち、居住期
間が半年以上の外来者は 517.45 万人を占めて、居住期間が半年以下の外
来者を含むと、すでに 642.27 万人に達すことになる。つまり、目下、上

















４．2009 年 9 月 5、6 日と 2010 年 2 月 14、15、19 日、筆者が 30 名の上海市市民（市街地 14 名
< 男性 6名。うち、10 代 1 名、20 代 2 名、30 代 2 名、40 代 1 名。女性 8名。うち、20 代 1 名、
30 代 1 名、40 代 1 名、50 代 2 名、60 代 2 名、80 代 1 名 >。近郊地区 16 名 < 男性 10 名。うち、
20 代 2 名、30 代 1 名、40 代 2 名、50 代 5 名。女性 6名。うち、30 代 1 名、40 代 1 名、50 代 2 名、

































８．2009 年 5 月 1 日、筆者が上海市で行ったインタビュー調査結果による。
９．「百度網」http://baike.baidu.com/view/113423.htm。
10．上海方言に関する語彙的研究は以下の論文がある。野田耕司「上海方言の授与動詞“拔”に
ついて」『熊本学園大学文学・言語学論集』第 9 巻第 1 号、2002 年 6 月、p.115-141。佐藤直昭
「上海方言における“有＋ NP ＋ VP”構造と連続変調」『中国文学研究』第 31 期、2005 年 12
月、p.255-274。朱一星「上海方言音連続変調の統語的特徴」（上）『研究論叢』第 66 期、2005
年、p.185-190、（下）『研究論叢』第 69 期、2007 年、p.121-127。上海市の人口移動に関する研
究は以下の論文がある。福島義和「リーロン地区の再開発事業にともなう人口移動と上海大
都市圏の発展（その 1）」『社会科学年報』第 44 期、2010 年、p.151-161。厳善平「流動する社
会、分断する都市労働市場：人口移動にみる転換期中国の二重構造」『桃山学院大学総合研究
所紀要』第 31 巻第 2号、2005 年 11 月、p.1-26。戴二彪「『中国新移民』の移出地構造の変動：
経済発展の国際人口移動の影響」『経済地理学年報』第 50 巻第 1号、2004 年 3 月、p.46-62。











方言に対する認識の変化を、筆者が 2009 年 5 月 1 日、9 月 5、6 日と 2010








　751 年（唐天宝 10 年）、上海地区は華亭県（今の松江区）に属していた。
長年、松江上流で土砂が堆積したため、海岸線が東に移動し、大きな船が




1277 年（元至元 14 年）、華亭県が華亭府に昇格され、翌年は松江府に改
名された。清朝まで、松江府は華亭、婁、上海、青浦、金山、奉賢、南匯













　1927 年 7 月 7 日、上海特別市の市政府が創立され、当時上海の人口は





　1845 年 11 月 29 日、「上海土地章程」の公表に伴って、イギリス租界は
上海で創立され、1848年11月27日には範囲が拡大された。1849年4月6日、
フランス租界も上海で創立され、1861 年 10 月には一回目の拡張が行われ
た。1863年9月21日、イギリス租界とフランス租界が合併され、「共同租界」
と呼ばれるようになった。1900年1月27日、フランス租界は再び拡大され、
その面積はもとの 2 倍以上に達した 15。
　1930 年まで、「共同租界」の人口は上海総人口の三割以上を占め、うち、
非上海原籍の人口の比率は総人口の約八割以上を占めていた 16。その時の

























































































広東 36,947 40,554 47,023 22,343 38,579 48,795 54,987 57,127
山東 20,395 25,958 28,861 25,836 30,259 31,684 33,018 35,165
湖北 19,681 24,270 27,291 26,798 28,836 34,211 35,100 34,782
南京   ――19 22,875 25,211 25,195 29,959 31,316 33,237 33,407
河北 14,462 14,840 16,889 15,173 18,614 30,294 31,649 33,310
湖南 5,282 8,200 9,414 9,256 10,810 11,401 12,276 15,882
福建 9,654 12,173 13,454 11,052 12,963 13,196 13,351 12,348
江西 5,926 6,946 8,407 6,801 7,898 8,452 9,293 10,900
河南 2,677 4,872 6,213 5,706 7,758 8,306 8,859 9,875
北平 ―― 4,204 5,309 5,013 6,095 6,466 7,065 7,123
四川 1,615 2,420 2,648 1,798 2,028 2,134 2,193 2,775
青島 ―― 734 713 539 560 631 549 529
广西 559 846 975 637 1,065 1,129 1,147 452
山西 375 383 382 306 380 405 424 416
云南 97 320 325 146 213 216 232 222
陝西 855 818 247 216 208 202 177 218
貴州 112 224 277 63 142 130 163 157
甘粛 17 138 188 50 44 37 30 36
その他 130 13,925 16,878 15,039 19,652 653 754 721
総计 1,500,500 1,692,335 1,823,989 1,571,089 1,836,629 1,914,694 2,032,399 2,145,317
















の受容状況を把握するため、筆者は 2009 年 5 月 1 日に、上海市黄浦区に
在住している浙江省紹興市出身の 87 歳の女性（A 氏、1921-　）、彼女の
6 人の子供にインタビュー調査を行った。A 氏は 19 歳のときに両親の意
志に従って、自分より 8 歳年上の地元の男性と結婚した。20 歳のときに、
夫の紡織関係の商売のため、上海に移住した。以降、A 氏一家は上海市に




し、今日まで、北京に居住している。7 人の子供はそれぞれ 64 歳（長女、
1945-　）、62 歳（次女、1947-　）、60 歳（三女、1949-　）、57 歳（四女、
























という 10 の近郊地区に区分されていた。それに、土地面積は 636 km² に
過ぎなかった。1950 年 1 月、上海市の人口は 4,980,992 人に達した。上海
市の原籍人口の構成を見渡すと、江蘇省（南京市を含む）出身の人口はす
でに2,393,738人まで上昇し、浙江省出身の人も依然として2位で、1,283,880
人に達した。両省出身の人は上海市総人口のそれぞれ 48.06% と 25.78%
を占めて、上海市総人口の七割以上達した。それに対して、上海市の原籍





た。1958 年 1 月 17 日、国務院は嘉定県、宝山県と上海県を上海市に編入
























り、外来者も徐々に増えるようになった。1980 年 10 月、上海市は呉淞区
を設立し、翌年 2 月、閔行区を設立した。1988 年 1 月、上海市は宝山県
と呉淞区を取り消して、宝山区に設立した。1992 年 9 月、上海県は閔行
区に合併された。それに、川沙県全区域、上海県三林郷と黄浦、南市、楊
浦区の浦東地区は合併され、浦東新区になった。同年 10 月、嘉定県が嘉






26．面積は 586.05 km² で、15 の区の中で面積が最も大きい区である。
27．2001 年以降、上海市は 18 の行政区と崇明県から構成されるようになった。政府は上海市の
























4,283.49 344.71 6 つの県（南匯県、奉賢県、松江県、
金山県、青浦県、崇明県）
1996 2,051.01 961.02 同 1995 年 2,057
4,283.49 343.41
1997 2,643.06 1018.59 15 個の区（金山県は金山区に改名
された 26）
2,059
3,697.44 286.87 5 つの県
1998 3,248.70 1070.62 16 個の区（松江県は松江区に改名
された）
2,061
3,091.80 235.96 4 つの県
1999 3,924.24 1,127.22 17 個の区（青浦県は青浦区に改名
された）
2,071
2,416.26 185.90 3 つの県
2000 3,924.24 1,136.82 16 個の区（黄浦区と南市区が合併
し、黄浦区に改名された）
2,084
2,416.26 184.81 3 つの県
  200127 5,299.29 1262.41 18 個の区（南匯県は南匯区に、奉
賢県は奉賢区に改名された）
2,093










km² になり、その広さは中国の総面積の 0.06% に相当する。9 つの市街地
と浦東新区に居住しているほとんどの上海市民の母語は上海方言である。
近郊地区の多くの市民は松江方言、練塘方言、嘉定方言、崇明方言で話す。













いた。しかし、この状況は 1990 年代に入り、一変した。1990 年以降の浦
東開発、さらにその後の上海市の大規模な都市再建で、多くの市街地市民
は近郊地区に引っ越すことになった 28。近郊地区に引っ越したとは言え、
28．上海市は 2010 年 5 月 1 日 -10 月 31 日に開催される「万博」を迎えるため、都市建設を急ピッ
チに展開させ、2005 年 3 月からは 18,000 千戸に及ぶ住民と 272 の企業を立ち退かせた。家屋
が取り壊された市民は国から「家屋取り壊し手当」を支給されるが、しかし近年上海市の住
宅費用が高騰しているため、このお金で元の土地でマンションなどを購入することは到底で
きない（『上海統計年鑑 <2009>』< 前掲、p.152> のデータによると、上海市一人平均の可処分




















浙江省（38.30 万人）、四川省（28.22 万人）、江西省（23.36 万人）、河南省（16.05
万人）、福建省（10.80 万人）、湖北省（10.44 万人）である。」29『2005 年上
海市1% 人口サンプリング調査資料』によると、上海市にいる外来者のうち、
5,000人を超える省は、次の通りである。「安徽省（42,869人）、江蘇省（27,150
人）、四川省（10,629 人）、河南省（8,982 人）、浙江省（8,826 人）、江西省
（8,291 人）、湖北省（5,508 人）、福建省（3,837 人）である。」30  2000 年のデー
タと比べると、2005 年の方では順位に若干の変化はあるが、しかし安徽
省と江蘇省からの外来者は、依然として一位と二位を占めていた。
　2000 年、上海市の外来者のうち、約 27.40% の人は商業サービスに従事
していたが31、2005年、その比率は33.69%まで上昇した32。一般的に言うと、
29．上海市人口普査弁公室編『上海市 2000 年人口普査資料 外来流動人口普査数据』中国統計出
版社、2002 年、p.113。
30．上海市 1% 人口人口抽様調査領導小組辦公室、上海市統計局人口与就業統計処編『2005 年
上海市 1% 人口抽様調査資料』中国統計出版社、2007 年、p.165-169。





























室編『上海市 2000 年人口普査資料　全部人口普査数据』中国統計出版社、2002 年、p.525 左図。
34．データは多項目選択となっている。劉波、江小麗「『新上海女性』的社会融入――基于閘北
区彭浦社区研究」（王荣華主編『2009 年上海社会報告書』上海社会科学院出版社、2009 年、p.474）。
35．調査した上海市近郊地区の住民の平均年齢は 25.64 歳で、男性は 52.4% を占めて、女性は
47.6% を占めている。回答者のうち、非農業戸籍の外来者は 52.4% で、農業戸籍は 47.6% を
占めている。農業戸籍の回答者の中で、よく農業を行なっている人は 37.3% で、たまに農業




























　また、一人っ子は 20.9% を占め、非一人っ子は 79.1% を占めている。32.9% の回答者の月收
は 1,000-1,999 元で、2,000-2,999 元と 3,000-3,999 元の人は、それぞれ 19.6% と 24.7% を占めて
いる。共産党員は 13.0% を占めて、共青団員は 47.8% を占めている。主な出身地は、安徽省、
広東省、江蘇省、浙江省である。教育水準から見ると、大学院卒、大学卒、短大卒、高卒、中卒、
小卒および学校教育を受けたことがない人はそれぞれ 2.7%、30.4%、16%、33.4%、14.4%、2.7%

















































　上海人の夫を持つ外来者の妻と違って、筆者が 2009 年 9 月 5、6 日と
2010 年 2 月 14、15、19 日に上海市で調査した 20 人の外来者（男性 6 名、
女性 14 名）のうち、上海方言がわからないのが原因で悩んだ人は一人も
いなかった。近年、言語で不自由さを感じているのはむしろ上海市民であ
る。前述した筆者がインタビュー調査を行った A 氏によると、1990 年代
後半から、市場において外来者の行商人と値段交渉などをする時にしばし
ば誤解が生じる。上海市は 1956 年以降「共通語の推進に関する指示」を


































































の研究がさらに進み、2008 年 7 月、「上海方言ピンイン入力システム」（略
称は「上海方言ピンイン入力法」）が完成された。これは上海方言の研究
においては、初めての試みである。このシステムは、『上海方言大詞典』（『上














　2001 年 11 月 2 日、国連の教育、科学と文化組織大会第 31 期会議は、
パリ本部で『文化的多様性に関する世界宣言』（「Universal Declaration on 






















































































































































    为了掌握不同时期的人口移动引起的上海方言的使用状况和受容意识的
变化，笔者对史料进行了整理，并结合上海市区县的设立和城市的再建，于
2009 年 5 月 1 日、9 月 5、6 日和 2010 年 2 月 14、15、19 日在上海市对 50
人（上海市市民 30 人〈市中心 14 人、郊区 16 人〉、外来人口 20 人）做了
有关上海方言方面的民意调查和相关的采访。结果显示，在上海市刚成立不
久的 1930 年代，虽然当时上海方言还未完全确立，但移居上海市的外来人
口基本只在夫妻或同乡间说家乡方言，和子女或是在公共场合则改口说上海
方言。出生在上海市的孩子几乎不会说父母的方言，他们将“上海方言”作
为了自己的“母语”。随着 1990 年代后期外来人口的不断增加，部分生活在
上海市不会讲普通话的老年人已经在语言上感到了不便，这一现象在他们的
子女中也屡见不鲜。而对于 1970 年代以后出生的上海人来说，说普通话不
是一种负担，他们更多的是对近年家庭外说上海方言的机会越来越少这一现
象表示担忧。1990 年以后的上海市的再建已经让更多市区的住民改变了以
往将郊区住民看作是“上海市的乡下人”的这一想法，而过去因为不会讲上
海方言而唯唯诺诺地、没有勇气称自己是“上海人”的郊区住民也因为了区
别于蜂拥而来的外来人口以及自己所住的“县”已经改成了“区”等缘由而
概  要
虞  萍　
−118−
理直气壮地称自己是“上海人”了。上海市的再建以及上海市房价的飙升使
以往居住于市区的居民不得不搬往郊区，由于方言的不统一，昔日说上海方
言的这些市民在郊区也说起了普通话。
　　另外，笔者将自身对上海市 20 个外来人口的调查结果以及上海社会科
学院所做的民意调查的结果进行了对照分析比较，发现目前外来人口对上海
市的受容状况还不太理想，并且现在往往是上海市市民在语言上附和着外来
人口，在许多公共场合都避免说上海方言。
　　综上所述，由于人口移动造成的上海方言的弱化现象在现代中国已是一
个渐渐浮出水面的问题了。同时，居住于上海市大多使用普通话的外来人口
的母语的乖离现象也同样不可忽视。
